
                  
                                 

 
 

 

第 57 回近畿学校保健学会プログラム 

 

9：00 受付開始      【受付場所：3階大会議室前ロビー】 

9：25 開会のあいさつ   【A 会場：3階大会議室】 

9：30 

 

 

12：15 

一般演題発表 

  A 会場       【会場：3階大会議室】  

  B 会場       【会場：2階 207 会議室】 

  C 会場       【会場：3階 305 会議室】 

12：20 評議員会（昼食）  【会場：B会場（2階 207 会議室）】 

13：20 総会        【会場：A会場（3階大会議室）】 

14：10 

 

 

14：30 

会長講演      【会場：A会場（3階大会議室）】  

  講師：中川雅生（滋賀医科大学医学部附属病院治験管理センター/小児科）

     「滋賀県における学校心臓検診の精度管理」 

  座長：小西 眞（滋賀県医師会常任理事）  

14：30 

 

 

15：30 

教育講演      【会場：A会場（3階大会議室）】 

  講師：竹内義博（滋賀医科大学小児科教授） 

     「発達障害と脳科学 – 学校および医療の役割と連携」 

  座長：中川雅生（滋賀医科大学医学部附属病院治験管理センター/小児科）

15：40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17：40 

シンポジウム      【会場：A会場（3階大会議室）】 

 「小児の糖尿病の予防」 

  シンポジスト 

 井邊美香（医療法人 光仁会二澤医院 

「和歌山市学童糖尿病検診の現状」   

松崎典子（大津市立瀬田北中学校）    

「養護教諭の立場から‐中学生の肥満の予防‐」  

     大矢紀昭（滋賀医科大学医学部看護学科） 

「尿糖スクリーニングの問題点」  

免田 賢（佛教大学教育学部 臨床心理学科）  

「小児の糖尿病予防‐行動療法の視点」   

  座長：大矢紀昭（滋賀医科大学医学部看護学科） 

     井上文夫（京都教育大学体育学科）  

17：40 閉会のあいさつ     【会場：A会場（3階大会議室）】  

18：00 

19：30 

懇親会         【会場：ホテルピアザ琵琶湖6階クリスタルルーム】

 
 

 

 

 



                  
                                 

 
 

プログラム 
 

一般演題（口演 10 分・討論 5 分）9：30～12：15 

A 会場（3 階大会議室）                               

発育 9:30～10:00 座長 宮下和久（和歌山県立医科大学衛生学教室） 

A－１ 学齢期における BMI の年齢変化について(第３報) 

成熟度を加味した BMI による発育評価チャートの作成 

○ 後和美朝 1)、五十嵐裕子 2) 3)、野澤章子 4)、相馬美年子 5)、中川華菜 5)、 

北口和美 6)、宮下和久 3)、武田眞太郎 3)（1)大阪国際大学、2)園田学園女子大学、 
3)和歌山医科大学・衛生、4)西宮市教委、5)市立西宮高校、6)大阪教育大学） 

A－２ 学齢期における BMI の年齢変化について(第４報) 

BMI による発育評価チャートの適用例 

○ 五十嵐裕子 1) 2)、後和美朝 3)、野澤章子 4)、相馬美年子 5)、中川華菜 5)、 

宮井信行 6)、宮下和久 2)、武田眞太郎 2)（1)園田学園女子大学、2)和歌山医科大学・

衛生、2)大阪国際大学、3)西宮市教委、4)市立西宮高校、5)大阪教育大学） 
 

保健学習・保健教育 10:00～10:30 座長 藤原 寛（京都府立医科大学小児科） 

A－３ キャリア教育を取り入れた保健学習 ―毎日の生活と健康のつながりを通して― 

  ○ 浅井千恵子 1)、井上文夫 2)（1)京都教育大学大学院、2)京都教育大学） 

A－４ 新型インフルエンザ流行初期における大学生の新型インフルエンザに対する 

認識と感染予防行動との関連 

○ 桑原恵介 1)、島井哲志 2)、石川哲也 1)、甲田勝康 3)、藤田裕規 3)、川畑徹朗 1)、 

辻本悟史 1)、中村晴信 1)（1)神戸大学大学院人間発達環境学研究科、2)南九州大学 

教養・教職センター、3)近畿大学医学部公衆衛生学） 
 

養護教諭・保健室 10:30～11:30 座長 板持紘子（滋賀医科大学） 

A－５ 養護教諭が行う健康相談のプロセスの検討 ―健康相談記録から― 

○ 地海和美 1)、住吉由加 2)、林 正 3)、板持紘子 4)、川端典子 5)、志村好美 6)、 

元井真梨 7)、増倉さおり 8)、三輪裕美子 9)（1)栗東市立治田東小学校、2)栗東市立 

大宝小学校、3)元滋賀大学、4)滋賀医科大学、5)野洲市立野洲北中学校、6)大津市立

真野中学校、7)元栗東市立治田西小学校、8)安土町立老蘇小学校、9)同志社女子中・

高等学校） 

A－６ 中学校における養護教諭と学級担任との連携に関する研究 

―養護教諭のイイコ行動特性に焦点をあてて― 

○ 米澤和代、白石龍生（大阪教育大学大学院教育学研究科養護教育専攻） 

A－７ 学級経営に活かす「生活・対人関係等の調査結果」について 

○ 石塚智惠子 1)、井上文夫 2)（1)京都市立東山小学校、2)京都教育大学体育学科） 

A－８ 離島の高校生のストレス状態（第２報） 

  ○ 大川尚子 1)、平田まり 1)、大野太郎 1)、高井聰美 2)、永井純子 3)、井澤昌子 4)、 

森岡郁晴 5)（1)関西福祉科学大学、2)関西女子短期大学、3)福山平成大学、4)名古屋

学芸大学、5)和歌山医科大学） 
 

学生実習 11:30～12:15 座長 白石龍生（大阪教育大学教育学部養護教育講座） 

A－９ 学生による養護実習の自己評価に関する研究 ―養護実習の記録から― 

○ 北口和美、白石龍生（大阪教育大学） 



                  
                                 

 
 

A－10 地域と連携した健康教育 

―養護教諭志望学生の自由記述の分析から学外実習について考える― 

○ 高井聰美 1)、小西俊子 2)、鍵岡正敏 1)、森川英子 2)、大川尚子 3) 

（1)関西女子短期大学、2) 前関西女子短期大学、3)関西福祉科学大学） 

A－11 保健体育科コース大学生の保健学習に対する意識 

―フォーカスグループインタビューによる聴き取り調査の結果― 

○ 上田裕司 1)、大更真須美 1)、足立節江 1)、鬼頭英明 1)、西岡伸紀 1) 、中薗伸二 2) 

（1)兵庫教育大学大学院学校教育研究科、2)びわこ成蹊スポーツ大学） 
 

B 会場（2 階 207 会議室）                            

食育・生活習慣 9:30～10:30 座長 春木 敏（大阪市立大学大学院生活科学研究科） 

B－１ 不登校児の生活習慣と体型 

○ 藤原 寛 1) 、井上文夫 2)（1)京都府立医科大学小児科、2)京都教育大学体育学科） 

B－２ 摂食障害の一次予防に有効なアプローチの検討 

○ 小原久未子 1)、桑原恵介 2)、甲田勝康 3)、藤田裕規 3)、石川哲也 2)、川畑徹朗 2)、

辻本悟史 2)、中村晴信 2)（1)神戸大学発達科学部、2)神戸大学大学院人間発達環境学

研究科、3)近畿大学医学部公衆衛生学） 

B－３ 子どものテレビ視聴時間帯における食品 CM の特性 

○ 赤松佐知子、鍛冶晃子、張 宇、福山由貴、春木 敏（大阪市立大学大学院） 

B－４ 女子大学生における人物画の大きさと身体満足度との関係 

  ○ 萱村俊哉（武庫川女子大学文学部心理・社会福祉学科） 
 

体力・運動 10:30～11:30 座長 谷川尚己（びわこ成蹊スポーツ大学） 

B－５ 児童生徒の体力・運動能力の推移 ―同一出生年集団の追跡― 

○ 白石龍生、小口優依、森岡尚美（大阪教育大学） 

B－６ 子どもの生活習慣が授業中の座位姿勢に及ぼす影響 

○ 前川 麓 1)、浅井千恵子 1)、井上文夫 2) 

（1)京都教育大学大学院、2)京都教育大学体育学科） 

B－７ 高等学校運動部へのスポーツ検診の取り組み 

―2003 年から 2010 年までの活動報告― 

○ 栗田剛寧、吉岡友謙、彦坂卓哉、松村亮介（医療法人南谷継風会南谷クリニック） 

B－８ 運動習慣と学校生活の関わり 

○ 岩崎 崇 1)、谷川尚己 2)、金森雅夫 2) 

（1)滋賀県立堅田高校、2)びわこ成蹊スポーツ大学） 
 

大学保健管理・生活習慣 11:30～12:15 座長 辻井啓之（奈良教育大学保健管理 

センター） 

B－９ 大学生の生活習慣について ―運動部活動との関連― 

○ 國方功大 1)、井上文夫 2)（1)京都教育大学大学院、2)京都教育大学体育学科） 

B－10 女子大学生における現在及び過去の身体活動に対する意識と現在の生活習慣に 

ついての検討 

○ 宮脇千恵美 1)、間瀬知紀 1)、甲田勝康 2)、桑原恵介 1)、見正富美子 3)、石川哲也 1)、

川畑徹朗 1)、辻本悟史 1)、中村晴信 1)（1)神戸大学大学院人間発達環境学研究科、 
2)近畿大学医学部公衆衛生学、3)京都光華女子大学） 



                  
                                 

 
 

B－11 女子学生における体格・体脂肪と生活習慣との関連 

○ 間瀬知紀 1)、宮脇千恵美 1)、甲田勝康 2)、桑原恵介 1)、見正富美子 3)、石川哲也 1)、

川畑徹朗 1)、辻本悟史 1)、中村晴信 1)（1)神戸大学大学院人間発達環境学研究科、 
2)近畿大学医学部公衆衛生学、3)京都光華女子大学） 

 

C 会場（3 階 305 会議室）                           

薬物乱用・医薬品教育 9:30～10:15 座長 大迫芳孝（滋賀県薬剤師会） 

C－１ 青少年を対象とした医薬品に関する教育についての研究 

○ 堺 千紘 1)、宋 昇勲 1)、菱田一哉 1)、李 美錦 1)、菅野 瑶 1)、三島枝里子 1)、 

今出友紀子 1)、川畑徹朗 1)、中村晴信 1)、辻本悟史 1)、石川哲也 2) 

（1)神戸大学大学院人間発達環境学研究科、2)神戸大学名誉教授） 

C－２ JSPD 調査に基づく高校生の生活習慣と薬物乱用・ドーピングの要因に関する検討 

○ 津田英也 1)、湯浅美香 2)、鬼頭英明 3)、西岡伸紀 3)、勝野眞吾 4)、三好美浩 5)、 

吉本佐雅子 6)、永井純子 7)（1)兵庫県立西宮香風高校、2)梅花女子大学、3)兵庫教育

大学大学院、4)岐阜薬科大学、5)兵庫教育大学教育・社会調査研究センター、6)鳴門

教育大学、7)福山平成大学） 

C－３ 学習指導要領の改訂による高等学校保健の医薬品に関する授業実践研究 

○ 冨岡 剛、上田裕司、鬼頭英明、西岡伸紀（兵庫教育大学大学院） 
 

性行動・性教育 10:15～11:00 座長 中村晴信（神戸大学） 

C－４ インターネット上の性に関する情報への接触が青少年の性行動に及ぼす影響 

―ライフスキル教育的アプローチの可能性の追究― 

○ 宋 昇勲 1)、今出友紀子 1)、菱田一哉 1)、李 美錦 1)、堺 千紘 1)、菅野 瑶 1)、

三島枝里子 1)、川畑徹朗 1)、中村晴信 1)、辻本悟史 1)、石川哲也 2) 

（1)神戸大学大学院人間発達環境学研究科、2)神戸大学名誉教授） 

C－５ 中国における性に関わる危険行動に焦点をあてたライフスキル教育の現状と 

課題に関する文献研究 

○ 李 美錦 1)、今出友紀子 1)、宋 昇勲 1)、菱田一哉 1)、堺 千紘 1)、菅野 瑶 1)、

三島枝里子 1)、川畑徹朗 1)、中村晴信 1)、辻本悟史 1)、石川哲也 2) 

（1)神戸大学大学院人間発達環境学研究科、2)神戸大学名誉教授） 

C－６ 思春期保健と地域資源の活用に関する報告 

―保健師へのインタビュー調査とＪＡＳＥデータの二次分析から― 

○ 北野尚美 1)、斎藤典代 1.2)、西尾信宏 1)、牟礼佳苗 1)、竹下達也 1)（1)和歌山県立 

医科大学、2)和歌山県福祉保健部福祉保健政策局子ども未来課母子保健班） 
 

学校環境・学校安全  11:00～12:15 座長 西岡伸紀（兵庫教育大学学校教育学部） 

C－７ いじめ被害の影響とレジリエンシーとの関連 

―新潟市内の中学校におけるパイロット調査の結果について― 

○ 菱田一哉 1)、今出友紀子 1)、宋 昇勲 1)、李 美錦 1)、堺 千紘 1)、菅野 瑶 1)、

三島枝里子 1)、川畑徹朗 1)、中村晴信 1)、辻本悟史 1)、石川哲也 2) 

（1)神戸大学大学院人間発達環境学研究科、2)神戸大学名誉教授） 

C－８ 学校事故における骨折と判断した事例の判断ポイントについて 

  ○ 宮慶美恵子（京都市立醒泉小学校） 

 



                  
                                 

 
 

C－９ 学校環境下におけるダニアレルゲンに対する高密度織物製寝具の有用性に 

関する検討 

○ 中村晴信 1)、石川哲也 1)、甲田勝康 2)、小原久未子 3)、藤宮正規 1)、増山隆太 1)、

藤田裕規 2)、桑原恵介 1)、川畑徹朗 1)、辻本悟史 1)（1)神戸大学大学院人間発達 

環境学研究科、2)近畿大学医学部公衆衛生学、3)神戸大学発達科学部） 

C－10 児童の手洗い意識・実施状況と手洗い指導に関する研究 

○ 足立節江、上田裕司、冨岡 剛、菊池素史、佐々木佳祐、鬼頭英明、西岡伸紀 

（兵庫教育大学大学院学校教育研究科） 

C－11 小学生への手洗い指導の学年別教育効果について 

○ 西谷崇 1)、井戸真理奈 1）、南早紀 1)、内海みよ子 1)、北野景子 1)、後和美朝 2)、 

宮井信行 3)、武田眞太郎 4)（1)和歌山医科大学・保健看護、2)大阪国際大学、 
3)大阪教育大学、4)和歌山医科大学・衛生） 

 

学会長講演 14：10－14：30 

A 会場（3 階大会議室）                             

 座長：小西 眞（滋賀県医師会） 

「滋賀県における学校心臓検診の精度管理」 

 中川雅生（滋賀医科大学医学部附属病院治験管理センター/小児科） 

 

教育講演 14：30－15：30 

A 会場（3 階大会議室）                             

 座長：中川雅生（滋賀医科大学医学部附属病院治験管理センター/小児科） 

「発達障害と脳科学 – 学校および医療の役割と連携」 

竹内義博 (滋賀医科大学小児科教授) 

 

シンポジウム 15：40－17：40 

A 会場（3 階大会議室）                             

座長：大矢紀昭（滋賀医科大学医学部看護学科） 

    井上文夫（京都教育大学体育学科） 

「小児の糖尿病の予防」 

    「和歌山市学童糖尿病検診の現状」  

 井邊美香（医療法人 光仁会二澤医院） 

「養護教諭の立場から‐中学生の肥満の予防‐」 

松崎典子（大津市立瀬田北中学校） 

「尿糖スクリーニングの問題点」 

     大矢紀昭（滋賀医科大学医学部看護学科） 

「小児の糖尿病予防‐行動療法の視点」 

免田 賢（佛教大学教育学部 臨床心理学科） 



                  
                                 

 
 

運営についてのご案内 

○ 受付時間・場所 

平成 22 年 6 月 12 日（土）9：00～ 

ピアザ淡海 3 階大会議室前ロビー 

 

○ 受付テーブルの区分 

① 評議員 

・評議員受付で府県名、氏名をお申し出頂き、参加費 1,000 円をお支払いの上、名札

と講演集をお受け取りください。 

・平成 22 年度学会費未納の方は、年会費 3,000 円を学会事務局にお納めください。

会費納入がない場合は、当日会員と同じく参加費は2,000円となりますのでご注意ください。 

・評議員会出席の方は、受付時に昼食代（1,000 円）を別途お支払いの上、弁当引換

券をお受け取りください。  

② 一般会員 

・一般会員受付で府県名、氏名をお申し出頂き、参加費 1,000 円をお支払いの上、名

札と講演集をお受け取りください。 

・平成 22 年度会費未納の方は、年会費 3,000 円を学会事務局にお納めください。会

費納入がない場合は、当日会員と同じく参加費は 2,000 円となりますのでご注意く

ださい。 

③ 当日会員（参加費：一般 2,000 円、学生・院生 1,000 円） 

・受付で記入表を受け取り、必要事項をご記入の上、参加費をお納めください。名札

と講演集をお受け取りください。 

④ 新規入会希望者 

・受付で入会申込用紙を受け取り、必要事項をご記入の上、年会費 3,000 円をお納め

ください。名札と講演集をお受け取りください。 

⑤ 座長・シンポジスト 

・受付で氏名をお申し出頂き、名札と講演集をお受け取りください。 

 ※ 懇親会（会費 5,000 円）：参加を希望される方は受付にお申し出ください。 

 ※ 名札には氏名・所属を各自で記入して、会場では必ずご着用ください。 

 

○ 一般演題発表者の方へ 

① 前演者の講演が始まると同時に、各会場前方の次演者席にご着席ください。 

② 口演時間時間 10 分、討論時間 5分です。時間厳守をお願いします。 

③ スライド発表はすべてコンピュータ（PC）を使用いたします。動画あるいは音声を使

用されない場合は、PC は学会側で準備いたします。動画を使用される場合には、下記

⑤をご参照ください。 

④ 発表データは USB メモリで準備してください。他のメディアは受付できません。デー

タの作成は「⑦発表データ作成要項」に従ってください。念のため、ウイルスのチェ

ックをお願いします。また、発表後にはデータを事務局で消去させていただきます。 



                  
                                 

 
 

⑤ 動画を使用する場合には、以下の注意にしたがってご自身の PC をお持込ください。

持込が可能な機種は、モニター出力端子に Dsub-15 ピンが装備されているものに限り

ます。薄型 PC では出力端子の規格が異なる場合があります。その場合には接続アダ

プタをご持参ください。また、学会側が準備したプロジェクターと接続できない場合

に備え、「Microsoft Power Point で作成した発表用データ」を入れた USB メモリをバ

ックアップとして必ずご持参ください。学会側で準備した PC 以外での動作・接続不

良によるトラブルの責はご容赦ください。 

PC をお持込の場合は、スクリーンセーバーや省電力機能が作動して発表中に電源が切

れないように設定してください。また、コンセント用電源アダプタを必ずご持参ください。 

⑥ 画面の解像度は XGA(1024×768)です。このサイズより大きい場合、スライドの周囲が

切れてしまいますのでご注意ください。 

⑦ 発表データの作成は、Windows 版 Power Point 2000/2003/2007 でお願いします。Mac

の方はあらかじめ Windows に変換してきてください。「図がずれないかどうか」あら

かじめ確認をお願いします（ずれた場合でもその場では訂正できません）。 

⑧ フォントは OS に標準装備されたもののみ（MS 明朝、MS ゴシック、Times New Roman、

Arial、Century）をご使用ください。その他のフォントの場合は文字化けしてもその

場では修正できません。 

⑨ ファイル名は「演題番号（半角）」＋「筆頭演者名」としてください。 

⑩ 発表用 USB メモリは発表会場前の PC 受付で受け付けます。発表セッションの 20 分前

にはお越しください（例 10：00～10：30 の「保健学習・保健教育」のセッションの

演題 A-3 と A-4 の発表者は発表順にかかわらず 9：40 までにお越しください）。 

⑪ 配布資料がある場合は、発表 30分前までに 100部、各会場の受付に提出してください。 

 

○ 座長の先生方へ 

① 前座長の登壇後、前方の次座長席にご着席ください。 

② 受け持ち時間の進行は一任しますが、１題あたり 15 分以内でご進行いただきますよ

うお願いします。 

③ 慣例により、後日「学会通信」用の座長のまとめをお願いします。学会本部へ提出

をお願いいたします。締切は平成 22 年 7 月 31 日（土）です。その際、座長を務め

ていただいた発表の中から優秀な発表と認められるものを選んで、特に講評をお願

いいたします。 

 

○ その他 

・学会開催時間内は、携帯電話などの通信機器類はマナーモードにするか電源を 

 お切りください。 

・会場のピアザ淡海内は禁煙です。ご協力をお願いします。 

・手荷物預かりのサービスは行いませんので、ご了承ください。 

・懇親会は 18：00 からホテルピアザ琵琶湖 6階クリスタルルームで行います。 

 当日申し込みも歓迎します。多数の方のご参加をお待ちしています。 



                  
                                 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                  
                                 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


